


20

10

0

-10

- 2 0

一―入 力加
速 度 :

…曇番を引|
(cm)J

3.解 析結果

一般的傾向として、固有周期 ・質量 ・減衰定数と

も入力加速度 ・入力周期の値が増加すれば変位も増

加傾向にありまた、同一入力加速度 ・周期で比較す

れば固有嵐期は長いほど、質量は重いほど、減衰定

数は低いほど変位が大きくなる傾向が確認できた。

(図3、 4、 5)

一方、固有周期については入力周期との比較にお

いて、入力周期が0.25秒 、0.5秒 のときは圏

有同期によらず変位はほぼ一定だが、 1.0秒 の入

力周期に対しては固有周期が0.2秒 過ぎから変位

が大きくなり、その後入力周期が0.25秒 、0.

5秒 時の変位のほば3倍 の変位が続く傾向が見られ

た。(図6)

また固有周期と入力同期については、 1周 期入力

時の変位と2周期入力時の変位の差においても次の

ような傾向が見られた。(図7)

● 固 有周期が0.5秒 以下のときは入力周期が0.

5秒 以下のときに差が小さく、その後差が大き

くなる。

● 固 有周期が0.5秒 以上のときは入力周期が0.

5秒 以下のときに差が大きく、その後差が小さ

くなる。

3.結 論

今回の解析で得られた全データの中で最大の変位

ものは、質量 :30t、 固有周期 :0.4秒 、減表定

数 :0.1モ デルヘの最大加速度 :1 8 0 0gal、周

期 :1.0秒 、2周期入力であった。これは全体の

解析傾向をよく表している。このことからも今回の

解析での結論は次のようになった。

一般的傾向として、固有周期 '質量 ・減表定数と

も入力加速度 ・入力周期の値が増加すれば変位も増

加傾向にある。しかし、構造物への影響という点か
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図7 入 力周期と固有周期の影事による1周期入

力時の変位と2周期入力時の変位の差

ら考えれば、それは質量 ・減表定数 ・入力加速度に

よる影響よりも、固有周期と入力周期のそれぞれの

とる値の関係による影響が大きい。

今後はこのことを応答速度から解析していきたい。
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図3 図 2の 入力条件時の応答変位
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図6 固 有同期と入力周期での比較


